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【gold rush

】

新
し
く
発
見
さ
れ
た
金
産
地
に
多

数
の
人
々
が
殺
到
す
る
こ
と
。

（
株
式
会
社
岩
波
書
店
発
行「
広
辞
苑
第
六
版
」抜
粋
）

　

生
田
原
地
域
で
、
そ
の
名
を
日
本
の
鉱

業
界
に
知
ら
し
め
た
北
ノ
王
鉱
山
。
昭
和

の
初
め
に
は
北
海
道
の
主
要
鉱
山
で
第
４

位
の
産
金
量
を
記
録
し
、
大
鉱
山
街
が
築

か
れ
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
な
が

ら
も
、
昭
和
18
年
に
閉
山
を
迎
え
る
と
そ

の
大
部
分
が
撤
去
さ
れ
て
し
ま
う
…

　

大
き
な
栄
光
と
挫
折
を
味
わ
っ
た
こ
の

北
ノ
王
鉱
山
は
記
録
に
乏
し
く
、
今
も
な

お
、
そ
の
大
部
分
が
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。
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ゴールドラッシュの記憶を訪ねて②
～生田原　北ノ王鉱山～

▲北ノ王鉱山分析所前の階段と当時の職員など。（町内生田原在住　多賀憲雄さん提
供）右ページの写真は現在の階段の様子。

▲田上氏のデザインによる北海道家庭学校本館。

▲精錬所の遺構にある通路。使用方法
は不明。

謎
の
多
い
鉱
山
の
記
録

　

広
報
え
ん
が
る
10
月
号
で
ご
紹
介
し
た

と
お
り
、
大
正
７
年
に
操
業
を
開
始
し
た

金
鉱
山
で
あ
る
北
ノ
王
鉱
山
は
、
昭
和
12

年
に
帝
国
産
金
興
業
株
式
会
社
に
買
収
さ

れ
る
と
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
１
年

ほ
ど
の
間
に
大
鉱
山
街
が
築
か
れ
ま
し
た
。

巨
大
な
精
錬
所
、
住
宅
、
鉱
山
学
校
を
併

設
し
た
事
務
所
、
診
療
所
や
会
館
な
ど
の

各
種
厚
生
施
設
や
索
道
な
ど
が
一
気
に
建

設
さ
れ
た
の
で
す
。

た
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
そ
の
後
戦
争
が

あ
っ
た
た
め
か
、
設
計
や
建
築
の
記
録
が

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
あ
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
な
当
時
の
写

真
と
、
鉱
山
跡
地
に
残
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
基
礎
な
ど
の
遺
構
だ
け
。
ど
の
よ
う
な

建
物
が
ど
の
よ
う
な
規
模
で
造
ら
れ
、
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
ど

の
よ
う
に
撤
去
さ
れ
、
大
量
の
廃
材
は
ど

こ
へ
行
っ
た
の
か
。

　

日
本
一
の
大
金
山
と
い
わ
れ
た
鴻
之
舞

金
山
を
も
超
え
よ
う
と
い
う
一
大
計
画
の

下
に
鉱
山
街
が
築
か
れ
た
北
ノ
王
鉱
山
は
、

産
金
量
の
激
減
や
鉱
山
の
建
築
物
に
関
す

る
記
録
の
少
な
さ
な
ど
、
と
て
も
謎
の
多

い
鉱
山
な
の
で
す
。

帝
国
産
金
興
業
時
代
の
鉱
山
街
建
設

に
関
わ
っ
た
重
要
人
物

田
上
義
也
氏

　

さ
て
、
帝
国
産
金
興
業
時
代
の
北
ノ
王

鉱
山
の
鉱
山
街
建
設
に
関
わ
っ
た
重
要
な

　

し
か
し
、
昭
和
13
年
の
産
金
量

３
９
１
・
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
昭
和

14
年
は
３
７
９
・
９
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
減
産

に
転
じ
、
昭
和
16
年
に
は
７
９
・
２
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
激
減
。
さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争

の
局
面
が
悪
化
し
、
金
産
出
を
奨
励
し
て

い
た
国
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
昭
和
18
年

に
閉
山
す
る
と
、
一
部
が
当
時
の
生
田
原

村
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
ほ
か
は
、
建
築
物

の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
年
あ
ま
り
と
い
う
短
期
間

に
造
ら
れ
、
５
年
ほ
ど
の
後
に
姿
を
消
し

人
物
が
２
人
い
ま
す
。
そ
の
１
人
は
田
上

義
也
氏
。
鉱
山
街
の
ほ
と
ん
ど
の
建
築
物

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
わ
れ
る
田
上
氏
は
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
北
海
道
を
拠
点

に
活
躍
し
た
建
築
家
で
音
楽
家
で
す
。
田

上
氏
は「
近
代
建
築
の
三
大
巨
匠
」の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・

ラ
イ
ト
が
、
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
建
設
に

携
わ
っ
た
事
務
所
で
ラ
イ
ト
に
師
事
し
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
人
物
で
す
。

　

大
正
12
年
、
関
東
大
震
災
を
機
に
北
海

道
に
渡
っ
た
田
上
氏
は
、
数
多
く
の
歴
史

的
建
築
物
を
残
し
て
い
ま
す
。
町
内
留
岡

に
あ
る
児
童
自
立
支
援
施
設「
北
海
道
家

庭
学
校
」の
本
館
と
、
現
在
は
同
校
博
物

館
に
な
っ
て
い
る
桂
林
寮
も
田
上
氏
の
作

品
で
あ
り
、
遠
軽
町
に
お
い
て
も
そ
の
足

跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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こ
の
う
ち
、
分
析
所
と
貯
水
槽
は
こ
の

調
査
に
よ
っ
て
平
面
図
が
描
か
れ
、
建
物

の
概
要
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

分
析
所
は
立
体
的
な
図
面
を
基
に
模
型
も

製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
は
、
こ
の
貯
水
槽
の
詳

細
と
、
鉱
山
で
最
大
の
建
築
物
で
あ
っ
た

精
錬
所
の
遺
構
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
調
査
に
は
室
蘭

工
業
大
学
と
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
の

学
生
た
ち
も
参
加
し
、
調
査
に
携
わ
り
な

が
ら
、
歴
史
を
引
き
継
ぐ
役
割
も
担
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
、
今
は
姿
を

消
し
、
資
料
も
乏
し
い
貴
重
な
建
築
物
の

記
録
が
徐
々
に
残
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

▲精錬所のコンクリート工事の様子。
　右下の人物が岩見田良夫氏。（※）

ド
、
そ
し
て
平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

生
田
原
温
泉
ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
な

ど
。
閉
山
し
て
か
ら
約
50
年
の
時
を
経
て
、

ノ
ー
ス
キ
ン
グ
が
北
ノ
王
鉱
山
と
岩
見
田

氏
を
再
び
結
び
つ
け
た
の
で
し
た
。

北
ノ
王
鉱
山
遺
産
学
術
調
査

　

９
月
５
日
、
生
田
原
市
街
の
一
角
に
あ

る
看
板
の
前
に
集
ま
る
一
行
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
看
板
は「
思
い
出
の
北
ノ
王
鉱
山
」。

北
ノ
王
鉱
山
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
記

憶
を
つ
づ
っ
た
看
板
で
す
。
そ
し
て
こ
の

一
行
は
、
こ
の
北
ノ
王
鉱
山
跡
地
に
あ
る

遺
構
を
調
査
す
る
一
行
で
し
た
。
白
滝
ジ

オ
パ
ー
ク
で
は
、
こ
の
北
ノ
王
鉱
山
を
遠

帝
国
産
金
興
業
時
代
の
鉱
山
街
建
設

に
関
わ
っ
た
重
要
人
物

岩
見
田
良
夫
氏

　

そ
し
て
、
も
う
１
人
が
帝
国
産
金
興
業

株
式
会
社
で
建
設
課
長
と
し
て
設
計
、
建

築
に
携
わ
っ
た
岩
見
田
良
夫
氏
。
岩
見
田

氏
は
、
昭
和
12
年
か
ら
の
鉱
山
街
建
設
の

中
心
人
物
で
し
た
。

　

岩
見
田
氏
は
北
ノ
王
鉱
山
が
閉
山
し
た

後
、
終
戦
後
に
札
幌
で
建
築
設
計
事
務
所

を
創
設
し
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
、
建
築
設

計
・
監
理
事
務
所
の「
株
式
会
社　

岩
見

田
・
設
計
」で
す
。
同
社
に
は
、
岩
見
田

氏
が
鉱
山
施
設
の
建
設
時
に
収
め
た
貴
重

な
写
真
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

町
内
に
は
同
社
が
携
わ
っ
た
建
築
物
が
存

在
し
ま
す
。
遠
軽
地
域
の
西
保
育
所
や
丸

瀬
布
地
域
の
丸
瀬
布
生
涯
学
習
館
、
生
田

原
地
域
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
学
館
、
木
の

お
も
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド
館
ち
ゃ
ち
ゃ
ワ
ー
ル

軽
町
の
重
要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ
と
し

て
、
鉱
山
の
記
憶
を
後
世
に
継
承
し
、
活

用
す
る
た
め
に
、
学
術
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
北
海
道
職
業
能
力
開
発
大
学
校
特
別

顧
問
の
駒
木
定
正
さ
ん
。
建
築
の
歴
史
を

研
究
し
て
き
た
駒
木
さ
ん
は
、
三
笠
ジ
オ

パ
ー
ク
の
炭
鉱
遺
産
調
査
に
携
わ
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
を
縁
と
し
て
、
こ
の
北
ノ
王
鉱

山
跡
を
調
査
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
昨
年
度
、
同
大
学
校
の
学

生
が
参
加
し
、
鉱
石
の
分
析
所
と
上
水
道

用
の
施
設
と
思
わ
れ
る
貯
水
槽
、
用
途
が

不
明
な
が
ら
、
そ
の
姿
を
は
っ
き
り
と
残

し
て
い
る
煙
突
に
つ
い
て
測
量
調
査
を
行

い
、
こ
れ
を
図
面
に
残
す
作
業
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
の
付
い
た
写
真
は
株
式
会
社　

岩
見
田
・
設

計
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
で
す
。

▲北ノ王鉱山分析所。奥に見えるのは選鉱所。（※）

▲分析所の遺構。残っているのは基礎部分のみ。

▲学術調査の結果を基に作成された分析所の模型。
　（製作：軽部剛さん）
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ゴールドラッシュの記憶を訪ねて②
～生田原　北ノ王鉱山～

　

三
笠
の
炭
鉱
調
査
に
関
わ
っ
た
縁
で
、

こ
の
北
ノ
王
鉱
山
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
鉱
山
の
こ
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
金
鉱
山
の
調
査
は

初
め
て
で
し
た
が
、
鉱
山
の
仕
組
み
や

金
を
取
り
出
す
過
程
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
三
笠
の
炭
鉱
は
図
面
が

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
は
図

面
が
無
く
、
写
真
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
実
際
に
現
地
で
実
測
す
る

こ
と
で
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
北
ノ
王
鉱
山
は
、
昭
和
12
年
か

ら
１
年
ほ
ど
と
い
う
短
期
間
に
、
ま
ち

の
機
能
全
て
が
で
き
る
と
い
う
そ
の
早

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
デ

ザ
イ
ン
は
田
上
義
也
氏
に
よ
る
モ
ダ
ン

な
も
の
で
、
世
界
的
に
流
行
し
た
水
平

と
垂
直
の
線
を
生
か
し
た
も
の
で
す
。

写
真
を
見
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
も
し
っ
か

り
し
て
い
て
洗
練
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
駅
ま
で
の
索
道
や
厚
生
施
設

ま
で
備
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
も
の

が
、
な
ぜ
そ
ん
な
短
期
間
に
で
き
た
の

か
、
と
て
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
北
ノ
王
鉱
山
で
建
設
課
長

を
し
て
い
た
岩
見
田
良
夫
氏
。
名
前
が

共
通
す
る
こ
と
か
ら
札
幌
市
の『
株
式

会
社　

岩
見
田
・
設
計
』に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
創
始
者
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
鉱
山

施
設
建
設
に
関
す
る
写
真
も
保
管
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
建
設
過
程
の
写
真
や
、

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
角
度
の
写
真
も

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
分
か

ら
な
か
っ
た
部
分
も
見
え
て
き
た
の
で

す
。

　

こ
う
い
っ
た
調
査
で
は
、
古
い
建
物

の
重
要
さ
を
調
査
し
、
文
献
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
価
値
を
見
い
だ
し
、
将
来
に

ど
う
残
し
て
い
く
か
を
考
え
ま
す
。
今

年
度
の
調
査
で
は
、
室
蘭
工
業
大
学
や

釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
た
ち

に
も
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
北
ノ
王

鉱
山
の
歴
史
を
継
承
し
て
い
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
鉱
山
跡
に
遺
構
と
し
て
残
っ

て
い
る
も
の
は
、
あ
る
程
度
の
資
料
を

作
り
、
記
録
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
歴
史
的

に
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
当
時
の
建

物
の
模
型
を
復
元
し
、
遺
構
と
の
比
較

を
し
な
が
ら
散
策
が
で
き
る
な
ど
、
こ

の
調
査
の
結
果
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
ず
か
６
年
ほ
ど
の
間
に
、
栄
華
を
極

め
、
一
転
し
て
大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
た

北
ノ
王
鉱
山
。
閉
山
し
て
か
ら
70
年
を
超

え
、
こ
の
記
憶
を
知
る
人
は
ご
く
わ
ず
か

で
す
。
そ
し
て
、
鉱
山
が
あ
っ
た
そ
の
地

で
記
憶
を
引
き
継
い
で
い
る
の
は
、
山
中

に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
遺
構
だ

け
。

　

し
か
し
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
が
進
め
て

い
る
学
術
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
憶
が

記
録
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
鉱
脈
通
う
」で
始
ま
る
生
田
原
中
学
校
校

歌
や
北
ノ
王
の
名
を
継
ぐ
生
田
原
温
泉
ホ

テ
ル
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
。
こ
れ
ら
北
ノ
王
鉱

山
の
記
憶
に
こ
の
調
査
結
果
が
加
え
ら
れ
、

確
か
な
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
こ
に
北
ノ
王
鉱
山
が
あ
っ
た
と
い

う
誇
り
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
記
憶
を
訪

ね
て
は
連
載
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　最
終
回
は
、
こ
こ
生
田
原
地
域
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
金
鉱
脈
調
査

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「歴史的に価値のあるものと
して活用を」
北海道職業能力開発大学校

特別顧問　駒木定正さん

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
え
ん
が
る
10
月
号
10
ペ
ー
ジ

下
段
の
15
行
目
に「
産
金
量
」と
あ
る

の
は
、「
産
金
鉱
量
」の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▲学生と精錬所跡の調査を行う駒木さん。

15 平成29年11月号
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ゲレンデを駆け上がれ！
えんがるロックバレースキー場逆走マラソン2017

　９月24日、遠軽青年会議所主催による「えんがるロック
バレースキー場逆走マラソン2017」が開催されました。
　スキー場ロッジを併設し、オホーツクの玄関口となる遠
軽ＩＣ道の駅の開設に向けて行われたこの大会は、小学生
から大人までの各部門と団体の部に分かれ、400ｍから２
kmまでの各コースで走破タイムを競い合い、163人がロッ
クバレースキー場のゲレンデを駆け上がりました。
　このうち、林間コースを通ってスキー場頂上をゴールと
する大人の部の参加者たちは、想像を絶する疲労と急斜面
に立ち向かいながらゴールを目指しました。完走すると頂
上からは街並みが一望でき、参加者たちは達成感と充実感
を味わっていました。

かわいらしい演奏に笑顔こぼれる
生田原地区町民文化祭芸能発表会

　10月１日、生田原福祉センターで生田原地区町民文化祭の
芸能発表会が開催されました。
　発表会では、フラダンスやしらかば大学の合唱など、６団体
が出演。中でも、生田原太鼓保存会による演奏では、今年新た
に入会した小学１年生から４年生の児童８人が、大人のメン
バーに交じって見事な演奏を披露。観客たちは児童たちのかわ
いらしい演奏にたくさんの声援や拍手を送っていました。

活用と循環に向けて
1964東京オリンピック遠軽町展示林で伐倒見学会と種子採取体験会

　９月30日、北海道家庭学校の1964東京オリンピック遠軽町展示林で、伐
倒見学会と種子の採取体験会が行われました。
　これは、昭和39年開催の東京オリンピックゆかりの展示林を、来る東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会で活用するための調査と、そ
の歴史を後世に伝え、緑を循環していくために行われたものです。
　この日は、瀬戸瀬小学校の児童11人と関係者が見守る中で試験伐倒が行
われ、高さ20メートルを超える松とトウヒを切り倒す様子を見学。その後、
倒した木から児童たちが種子の入った松かさを採取する体験を行いました。
　同校６年生の菊地遥生くんは「大事に育てられてきたこの展示林を、これ
からも大切にしていってほしいです」と話していました。

昼間とは違った雨宮21号を
お月見列車運行・撮影会

　10月７日、森林公園いこいの森で森林鉄道蒸気機関車・雨
宮21号のお月見列車運行と撮影会が行われました。
　この日は、２便限定の夜間運行への乗車や写真撮影のため、
町内外から約150人が集まりました。
　雨宮号に乗車した子どもたちは、昼間とは雰囲気の違う夜の
園内を食い入るよう見つめ、途中、写真撮影をしていた大勢の
カメラマンのシルエットに驚きの声を上げていました。
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オール遠軽で担い手確保を
遠軽町農業担い手対策協議会設立総会

　10月17日、遠軽町役場で遠軽町農業担い手対策協議会の設
立総会が行われました。
　この協議会は、不足する農業の担い手確保に向けて設立され
たもので、将来の農業を担う人材への情報の発信、提供を通じ
て就農に関する指導及び助言などを行います。
　この日は、今年度、農業お試しツアーや農業者向け研修会、
町内で遠軽の農業とまちをPRするフェアを開催するほか、新
たなパンフレットの作成などの事業計画が承認されました。
　会長に就任した石丸博雄さんは「担い手が不足し、５年後、
10年後には農業が大きく変わる。残された時間は少ないので、
実効性のある事業を行い、農業の枠を超えたオール遠軽で取り
組んでいきたい」と話していました。

遠軽サウンドが一堂に
第37回えんがる町民音楽の広場

　10月８日、総合体育館で遠軽町音楽振興実行委員会
と町教育委員会の主催により、第37回えんがる町民音
楽の広場「1,000人のふれあいコンサート」が開催されま
した。
　例年、遠軽サウンドが一堂に会するこのコンサートに、
今年は地元小中学校や高校をはじめ、一般の団体により、
吹奏楽をはじめリコーダーや太鼓、ハンドベルなど多彩
なジャンルの音楽が披露され、来場者たちは、時には静
かに、時には手拍子をしながら音楽を楽しみました。
　このうち、ことし創立40周年を迎える遠軽青少年吹
奏楽団は映画「パイレーツ・オブ・カリビアン」の交響組
曲を披露。映画のシーンが思い浮かぶような迫力ある演
奏に惜しみない拍手が送られていました。

高橋はるみ北海道知事が来町
北海道知事地域訪問

　10月18日、高橋はるみ北海道知事が遠軽町を訪れました。
　この日は、遠軽厚生病院を訪れ、産婦人科をはじめとした医師
不足の問題について報告を受け、産婦人科病棟を視察した後、ホ
テルサンシャインで石北本線沿線関係者との意見交換会が行われ
ました。
　意見交換会では、佐々木修一遠軽町長をはじめ、辻直孝北見市
長や遠軽商工会議所などの沿線関係者から、地域における住民の
生活と物流に石北本線が果たす役割と重要性、存続に向けた地域
の取り組みなどについて報告がありました。
　報告を受けて高橋知事は「それぞれの立場からの話を聞き、認
識を新たにしました。今後もＪＲ北海道に自助努力と情報開示を
求め、同じテーブルで議論を深めながら、国に対しても抜本的な
支援を求めていきたい。全道のバランスに配慮しながら、北海道
が主体となって積極的に取り組みます」と話していました。
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※
道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
が
簡
単
で
便

　

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北

見
道
税
事
務
所

【
課
税
に
関
す
る
こ
と
】

課
税
課
事
業
税
間
税
係

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
１

【
納
税
に
関
す
る
こ
と
】

納
税（
第
一
・
第
二
）係

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
６

無
料
法
律
相
談

■
日
時

11
月
13
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

12
月
11
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所　
げ
ん
き
21

■
相
談
時
間　
一
人
30
分
程
度

■
申
込
み　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了
承

く
だ
さ
い
。（
１
年
度
内
1
人
２
回
ま
で
）

申
込
問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

不
動
産
無
料
相
談

■
日
時

11
月
24
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
会
場

北
見
市
常
盤
町
４
丁
目
12
番
地
２

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
北
見
支
部

申
込
問
公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
北
見
支
部

☎
０
１
５
７
‐
６
１
‐
１
５
６
５

10
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法

を
一
部
変
更
し
ま
し
た

　

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、

ご
み
の
分
別
方
法
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

■「
資
源
ぶ
つ
」以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
製
品
は「
燃
や
す
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
資
源
ぶ
つ
」の「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」の

う
ち
、
白
色
の
発
泡
容
器
類
は「
白
色
ト

レ
イ
類
」に
、
そ
の
他
の
色
付
き
の
発
泡

容
器
類
は「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
分
別
変
更
後
に
多
い
お
問
い
合
わ
せ
】

・
燃
や
す
ご
み
に
つ
い
て

　
　

燃
や
す
ご
み
で
出
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は「
資
源
ぶ
つ
」に
な
ら
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
で
す
。

　
　

こ
れ
ま
で「
資
源
ぶ
つ
」と
し
て
出
し

て
い
た「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
分
別
方
法
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
白
色
ト
レ
イ
類
に
つ
い
て

　
　

白
色
ト
レ
イ
類
は
白
色
の
発
泡
容
器

類
が
対
象
で
す
。

　
　

色
、
模
様
、
文
字
な
ど
が
印
刷
さ

れ
た
発
泡
容
器
類
は「
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

循
環
型
社
会
実
現
の
た
め
、
町
民
皆
さ

ん
で
資
源
の
有
効
活
用
と
、
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」（
Ｂ
４
版

ポ
ス
タ
ー
）の
訂
正
と
お
詫
び

・
燃
や
す
ご
み
及
び
燃
や
さ
な
い
ご
み
の

有
料
ご
み
袋
の
種
類
の
欄
で「
40
リ
ッ

ト
ル
」と
記
載
が
あ
り
ま
す
が「
45
リ
ッ

ト
ル
」の
誤
り
で
す
。

・
町
で
処
理
で
き
な
い
ご
み
欄
の「
消
化

器
」と
あ
る
の
は「
消
火
器
」の
誤
り
で

す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
８

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期

限
は
11
月
30
日（
木
）で
す

　

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
は
11
月

30
日（
木
）と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
道
税

事
務
所
か
ら
送
付
済
み
の
納
税
通
知
書
で

納
税
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
の
紛
失
や
納
税
相
談
は
北

　

見
道
税
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発送用封筒の有料広告を募集しています

　町で使用する発送用封筒に広告を掲載します。
　印刷枚数は、約半年分の使用量になります。
　商品やお店のＰＲ等にどうぞご活用ください。
■申込期限　11月10日（金）
申込問財政課42‐ 4377
種類 規格（１枠） 印刷予定枚数 掲載料

長形３号 縦30mm×横90mm 20,000枚
（約半年分）

１枚につき
２円

角形２号 縦60mm×横180mm 10,000枚
（約半年分）

１枚につき
４円

※複数申込みがあった場合、広告掲載位置は抽選により決定します。

（平成29年９月末現在）

　　　　　　　　　前月比
▶人口　20,385人　（ －24）
▶男性　 9,899人　（ － 7）
▶女性　10,486人　（ －17）
▶世帯　10,432世帯（ －11）
▶出生　　　11人　（　　2）
▶死亡　　　21人　（ － 1）

▶人身事故　　2件（ 10件）
▶死　　者　　0人（　1人）
▶負 傷 者　　2人（ 11人）
▶物損事故　 28件（260件）
※（　）は本年累計

▶火災発生　　0件（　6件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　0人（　0人）
※（　）は本年累計

　

問

納
税
相
談
・

問

申
込
・

問

申
込
・

問

申込・問
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自
衛
官
候
補
生（
男
・
女
）を

募
集
し
ま
す

■
募
集
種
目

自
衛
官
候
補
生（
男
・
女
）

■
応
募
資
格

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

■
待
遇

・
給
与　

16
万
６
５
０
０
円（
初
め
の
３

　

か
月
は
月
額
13
万
８
０
０
円
）

・
期
末
手
当　

２
士
任
用
以
降
年
２
回

　
（
６
月
、
12
月
）

・
休
日
休
暇　

週
休
２
日
制（
土
日
・
休

　

日
）、
年
末
年
始
休
暇
等

■
受
付
期
間

　
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
締
め

切
り
は
試
験
日
の
１
週
間
前
で
す
。

■
試
験
日

・
11
月
17
日（
金
）、
18
日（
土
）の
い
ず
れ

　

か
１
日

・
12
月
15
日（
金
）、
16
日（
土
）の
い
ず
れ

　

か
１
日

※
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

■
試
験
会
場　
旭
川
駐
屯
地
ま
た
は
自
衛

隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

■
入
隊
時
期

平
成
30
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽
地
域

事
務
所（
岩
見
通
南
３
丁
目
）

☎
42
‐
６
６
１
６

ま
た
は
役
場
自
衛
官
募
集
受
付
窓
口

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

■
種
目

陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員（
生
徒
）

※
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
資
格

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
方（
卒
業
見
込
み
を

含
む
）

■
待
遇

・
高
等
工
科
学
校
生
徒
手
当

　

月
額
10
万
円

・
期
末
手
当　

年
２
回（
６
月
、
12
月
）

・
休
日
休
暇　

週
休
２
日
制（
土
日
・
休

　

日
）、
年
末
年
始
休
暇
等

■
受
付
期
間

11
月
１
日（
水
）
～
平
成
30
年
１
月
９
日

（
火
）

■
試
験
日

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

■
試
験
会
場

遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
入
校
時
期

平
成
30
年
４
月
上
旬

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
遠
軽
地
域

事
務
所（
岩
見
通
南
３
丁
目
）

☎
42
‐
６
６
１
６

ま
た
は
役
場
自
衛
官
募
集
受
付
窓
口

　北朝鮮から発射された弾道ミサイルが日本に飛来

する場合、極めて短時間で日本に到達することが予

想されます。ミサイルが日本に飛来する可能性があ

る場合は、国からの緊急情報を瞬時に

伝える「Ｊアラート」を活用して、緊急

速報メール・エリアメールやテレビ、

ラジオを通して緊急情報が流れます。

■緊急情報が流れたら

①屋内にいる場合　

　できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ

　移動する。

②屋外にいる場合

　建物の中または地下に避難する。

③近くに建物がない場合　

　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

④車内にいる場合

　・車を止めて近くの建物や地下などに避難する。

　・周囲に避難できる建物等がない場合は、車から

　　離れて地面に伏せ頭部を守る。

　・高速道路などで車外に出ると危険な場合は、車

　　を安全な場所に止め、車内で姿勢を低くする。

■留意事項

・ご利用の機種により、緊急速報メールに対応して

　いない場合があります。その場合の情報収集手段

　として、えんがる防災情報メール（登録制メール）

　やスマートフォンアプリ等を活用する方法があり

　ます。

・弾道ミサイル発射に伴う行動など、詳しくは「内

　閣官房国民保護ポータルサイト」をご覧ください。

　アドレス　http://www.kokuminhogo.go.jp/

■えんがる防災情報メールについて　

　気象情報、国民保護情報などが発表された際にあ

らかじめ登録された携帯電話等のメールに配信する

サービスです。登録は下のアドレスを入力するか、

ＱＲコードを読み取り、空メールを送信して登録手

続を行ってください。

・メールアドレス

　bousai.engaru-town@v-vnet.jp
・ＱＲコード

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　危機対策室　☎42‐4811

　弾道ミサイル発射時の行動について（内閣官房国民保護ポータルサイト掲載内容抜粋）

※情報料は無料ですが、登録手続及びメー
　ル受信の際に通信料がかかります。

　

問

　

問

問



20平成29年11月号

　

６
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
る「
ふ
く

ろ
団
地
」の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入

居
を
希
望
す
る
方
は
、
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

11
月
１
日（
水
）～
14
日（
火
）

平
日
の
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

※
募
集
期
間
を
過
ぎ
る
と
申
込
み
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

■
入
居
時
期

12
月
下
旬
か
ら
１
月
末
ま
で
を
予
定

■
入
居
資
格

　

遠
軽
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
定
め
る

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
世
帯

で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
持
ち
家
が
あ
る
方
や
町
税
等

に
滞
納
が
あ
る
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
単
身
世
帯
の
入
居
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

世
帯
全
員
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を
添
付

し
、
募
集
期
間
内
に
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
産
業
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
込
み
は
住
宅
規
模
ご
と
で
、
棟
や
部

屋
番
号
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
入
居
予
定

者
が
決
定
後
に
あ
ら
た
め
て
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
込
み
の
際
に
入
居
予
定
者
全

員
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
に
よ
り
添
付
書
類
を
省
略
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
は
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

■
入
居
者
の
選
考

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

■
選
考
委
員
会
の
日
程　
11
月
17
日（
金
）

■
入
居
者
の
抽
選

　

入
居
者
決
定
抽
選
会
と
入
居
住
戸
決
定

抽
選
会
を
同
日
に
行
い
ま
す
。

■
抽
選
会
の
日
程　
11
月
21
日（
火
）

■
住
宅
設
備
等

・
共
用
の
電
気
料
や
水
道
料
な
ど
の
維
持

費
用
が
か
か
り
ま
す
。

・
暖
房
機
器
は
、
Ｆ
Ｆ
式
灯
油
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
灯
油
タ
ン
ク
は
、
共
用
部
分
に
各
戸
分

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
ま
た
は
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
電
気
温
水
器
は
各
戸
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
セ
ン
ト
ラ
ル
換
気
が
常
時
稼
動
し
、
定

期
的
に
清
掃
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

・
自
治
会
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
入
居
者
決
定
後
、
入
居
に
関
す
る
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ふ
く
ろ
団
地

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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■新しく募集するふくろ団地

地域名 種別 団地名 建設年度 棟番号 規模 募集戸数 広さ
（㎡）

住宅の
月額家賃（円）

近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠軽 公住 ふくろ団地
（木造平屋） 平成29年度

29-E棟

1LDK 1戸 52.0 17,500～26,000 98,800

1,300

2LDK 2戸 64.5 21,700～32,300 117,000

3LDK 1戸 74.4 25,000～37,300 131,500

29-F棟

1LDK 1戸 52.0 17,500～26,000 101,700

2LDK 1戸 64.5 21,700～32,300 120,900

3LDK 1戸 74.4 25,000～37,300 136,000

【注意事項】
①収入に応じて家賃が変動します。
②60歳未満の単身者は１ＬＤＫの住宅に入居できます。
③60歳以上の高齢者等の単身者は１ＬＤＫ及び２ＬＤＫの住宅に入居できます。
④駐車場を使用する場合、車両は１戸につき１台とし、使用料がかかります。

■ふくろ団地の申込み・問い合わせ　建設課☎ 42 ‐ 4817
または各支所産業課　生田原支所☎ 45 ‐ 2013　丸瀬布支所☎ 47 ‐ 2213　白滝支所☎ 48 ‐ 2212

▲全体予想図
▲1LDK平面図

▲2LDK平面図▲3LDK平面図
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
に
申
し
込
む
場
合
は
、
住
宅

の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資
格
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
等
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間　

11
月
１
日（
水
）～
14
日（
火
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程

11
月
17
日（
金
）

■
抽
選
会
の
日
程

11
月
21
日（
火
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
３

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
２

申
込
・

問

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模 広さ
（㎡）

住宅の
月額家賃（円）

近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠軽 公住

向遠軽団地 48-7棟 536号 昭和48年度 3DK 45.2 5,700～8,300 8,300 －

末広団地 2-1棟 849号 平成２年度 3LDK 67.7 17,200～25,600 38,600 1,300

北２丁目団地 23-2棟 46号 平成23年度 3LDK 79.9 26,400～39,300 79,800 2,000

生田原

公住
大和団地 ３棟 3-2号 昭和59年度 3DK 64.8 11,200～16,700 22,800 －

栄行団地 26-3棟 9号室 平成26年度 1LDK 45.5 14,600～21,800 63,600 1,000

特公賃 コーポ白樺 １棟 1-1号 平成６年度 1DK 38.2 27,500 － －

定住
伊吹高原団地 愛棟 I-1号 平成６年度 1DK 40.5 25,000 － －

林友団地 Ｃ棟 C-1号 平成９年度 1DK 40.5 27,000 － 1,000

丸瀬布
公住

若葉団地 60棟 209号 平成５年度 3LDK 78.9 20,100～29,900 45,500 －

若葉第２号団地 89棟 267号 平成14年度 2LDK 71.2 19,900～29,600 49,500 －

定住 新町定住５号団地 19棟 T-36号 平成５年度 3LDK 69.6 30,000 － －

白滝 公住

西区第２団地 Ｄ棟 ２号 平成３年度 3LDK 70.4 16,200～24,200 31,700 －

中央団地
２棟 １号 平成８年度 3LDK 75.3 19,600～29,100 51,400 1,000

４棟 ３号 平成10年度 2DK 58.3 15,500～23,000 43,300 1,000

①公住は、収入に応じて家賃が変動します。特公賃・定住は、収入に関係なく家賃が決まっています。
②60歳未満の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が2LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。
　なお、高齢者等の単身者は60㎡以下または2LDK以下の住宅に入居できます。
③車両は１戸につき１台とし、整備された駐車場を使用する場合は使用料がかかります。
④公住・特公賃の申込みには、マイナンバーを提供していただく必要があります。
⑤募集住宅のほかにも入居できる住宅があります。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。
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道
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

市
街
地
中
心
部
の
道
営
住
宅
に
空
き
家

が
出
ま
し
た
の
で
、
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
団
地
名（
所
在
地
）

中
央
団
地

（
１
条
通
南
２
丁
目
）

■
構
造
及
び
募
集
戸
数

木
造
２
階
建
て（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）１
戸

■
応
募
条
件

①
家
族
で
入
居
す
る
方

②
住
宅
に
お
困
り
の
方（
持
ち
家
の
あ
る

方
は
原
則
と
し
て
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

③
収
入
が
次
に
該
当
す
る
方

お
年
寄
り
や
身
体
が
不
自
由
な
方
は
、

月
額
21
万
４
千
円
以
下
、
そ
の
他
の
方

は
、
月
額
15
万
８
千
円
以
下（
こ
の
額

は
、
法
令
に
基
づ
き
、
収
入
の
種
類
・

家
族
構
成
等
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
）

■
受
付
期
間

11
月
１
日（
水
）～
14
日（
火
）

※
申
込
用
紙
等
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

■
抽
選
日　
11
月
21
日（
火
）

■
抽
選
場
所　
役
場
３
階
大
会
議
室

■
入
居
手
続　
12
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
予
定
日

12
月
21
日（
木
）か
ら

※
原
則
と
し
て
、
10
日
以
内
に
入
居
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

■
入
居
条
件

・
家
賃　
家
族
構
成
や
収
入
に
よ
り
個
別

　

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
敷
金　
家
賃
の
２
か
月
分
を
前
納
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

・
駐
車
場　
月
額
３
０
５
０
円

・
リ
ー
ス
料　
ガ
ス
給
湯
器
等
が
個
別
契

　

約
と
な
り
ま
す
。

・
預
か
り
を
含
む
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止

し
て
い
ま
す
。

・
入
居
す
る
方
に
は
、
地
域
・
自
治
会
活

　

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
て

　

い
ま
す
。

申
込
問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

第
２
期
麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種
を
お
忘
れ
な
く

　
　

麻
し
ん
は
発
症
す
る
と
命
に
関
わ
る
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
病
気
で

す
。
風
し
ん
は
周
期
的
に
全
国
各
地
で
流

行
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
２
回
受
け
る
こ
と
で
、
よ

り
確
実
な
予
防
が
で
き
ま
す
。
第
２
期
の

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象
で
、

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
平
成
30
年
３

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
第
２
期
接
種
対
象
者

平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
方

（
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

■
申
込
方
法

　

保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民

課
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
病
院
に
直
接
予
約
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

■平成29年度　第２期麻しん・風しん予防接種　接種場所・日程・予約

医療機関 日程 受付時間 予約

遠軽厚生病院 毎週火曜日 午後０時45分
　　　　  ～１時

接種希望日の
２週間前まで

生田原診療所 １月23日、３月27日
（各日とも火曜日）

午後１時30分
　　～４時30分

各接種希望日の
１週間前まで

まるせっぷ厚生
クリニック

12月15日、１月19日、
 2 月16日、３月16日

（各日とも第３金曜日）

午後４時
　　～４時20分

各接種希望日の
前週の水曜日午
前中まで

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
込
・

問

申
込
・

問
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冬
の
特
定
健
診
の
ご
案
内

　

冬
の
特
定
健
診
の
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

春
、
秋
は
忙
し
く
て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
や
受
け
忘
れ
て
い
た
方
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
、
今
年
度
ま
だ
特

定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

■
健
診
場
所　
遠
軽
厚
生
病
院

■
健
診
料
金　
１
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
５
０
０
円
。

■
健
診
項
目

特
定
健
診（
血
液
検
査
・
心
電
図
検
査
・

尿
検
査
・
眼
底
検
査
・
血
圧
測
定
・
身
体

測
定
）

※
健
診
時
間
は
お
お
む
ね
1
時
間
で
す
。

■
そ
の
他

　

は
や
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
み
ず
し
ま
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
生
田
原
診
療
所
、
ま
る

せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
随
時
、
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程
等
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み

　

電
話
、
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
の
方
は
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所

④
電
話
番
号
の
４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
問

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３
Ｆ
49
‐
３
１
２
０

電
子
メ
ー
ル　

e-hoken@
engaru.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所

☎
45
‐
２
０
１
５
Ｆ
45
‐
２
０
２
５

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１

Ｆ
47
‐
２
１
２
８

白
滝
支
所

☎
48
‐
２
２
１
１

Ｆ
48
‐
２
３
７
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://engaru.jp

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら

せ
　

遠
軽
厚
生
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
方
に
、
健
診
料
金
の
助
成
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
特
定
健
診
料
金

に
加
え
て
が
ん
検
診
料
金
も
助
成
し
て
い

る
ほ
か
、
ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
も
人
間
ド
ッ
ク
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
超
音
波
検
査
、
呼
吸
機

能
検
査
な
ど
検
査
項
目
が
豊
富
で
、
ご
都

合
の
良
い
日
に
受
診
で
き
、
検
査
結
果
が

そ
の
日
に
分
か
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
、
ま
だ
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
検
診
項
目
と
料
金
の
め
や
す

　

特
定
健
診
、
基
本
の
が
ん
検
診（
胃

・
肺
・
大
腸
が
ん
）の
助
成
を
受
け
る

と
、
人
間
ド
ッ
ク
の
正
規
料
金
か
ら
約

１
万
４
千
円
が
割
引
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

前
立
腺
・
子
宮
・
乳
が
ん
の
オ
プ
シ
ョ
ン

が
ん
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
料

金
に
応
じ
て
助
成
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

　

直
接
医
療
機
関
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

・
遠
軽
厚
生
病
院
☎
42
‐
４
１
０
１

・
ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

　☎
47
‐
３
１
３
１

■
注
意
事
項
等

・
受
診
時
に
結
果
情
報
の
提
供
に
関
す
る

同
意
書
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
に
よ
っ
て
は
、
役
場
の
保
健

師
か
ら
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
や
各

種
組
合
健
康
保
険
等
の
加
入
者
本
人
と

扶
養
家
族
の
方
は
、
勤
務
先
の
健
診
ま

た
は
医
療
保
険
機
関
で
行
う
健
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

・
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
助
成
は
年
に

1
回
で
す
。
今
年
度
町
が
実
施
す
る
健

診
を
受
け
た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

■平成29年度　健診日程・定員

区分 健診日 受付時間 定員

午前 12月８日（金）
２月16日（金）

①8:30　②　9:00
③9:30　④10:00

各受付時間
12人

午後 ２月14日（水）
２月15日（木）

15:15～15:30 各日3人

※定員になり次第、締め切ります。

「必ずチェック　最低賃金！使用者も、労働者も」

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く全
ての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含
む）に適用される北海道最低賃金が、次のとおり改定され
ました。
　　■最低賃金額　時間額810円
　　■効力発生日　平成29年10月1日
厚生労働省　北海道労働局　北見労働基準監督署

　

問

申
込
・

問

FAX FAX

FAX FAX
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戌
い ぬ

年生まれ大集合！
　広報えんがる１月号では、新年の干支にちなみ、
遠軽町民で戌年生まれの方の笑顔を募集し、表紙に
掲載します。皆さんの応募をお待ちしています！
■募集期間　12月８日（金）まで
■募集枠人数　戌年生まれの町民61人
※応募者多数の場合は企画課で抽選します。
■応募方法　プリント写真または画像データに申込
書を添えて、持参または電子メールでお申込みくだ
さい。（申込書は応募先に備えているほか、町ホーム
ページからダウンロードできます）
■注意事項
・写真は最近撮影したものとします。
・小学生は保護者が申し込んでください。
・応募は個人でお願いします。
・掲載位置は企画課で決定します。
・トリミングなどの画像処理は必要ありません。
・ピンボケや明暗が極端、顔が小さすぎる写真は使

用できない場合があります。
■応募先　企画課または各支所地域住民課
問企画課☎42 ‐ 4818
　電子メール　kikaku@engaru.jp

認知症カフェ

「はなカフェ inコスモス」
　このカフェは、認知症の方やその家族、認知症に
関心のある地域の方々などが気軽に交流できる場で
す。ケアマネジャーが個別相談にも応じています。
どなたでもお気軽にお越しください。

■日時　11月25日（土）午後１時～３時
■場所　特別養護老人ホーム「花の苑」
■内容　
　「ふまねっと」という用具を使った足踏み運動を行
います。
　楽しく体を動かして、脳も生き生き元気に！
■参加料（お茶代）　300円
問遠軽町地域包括支援センター ☎42 ‐ 9988

　

問

やまびこ温泉からのお知らせ

町民無料開放・特別薬湯
　やまびこ温泉では、日頃の
ご愛顧に感謝し、今年も町民
無料開放事業を行います。
　また、滝上産ハーブを利用
した特別薬湯も行います。
　町民皆様のご来館をお待ちしています。
【町民無料開放】
■期間　11月10日（金）～12日（日）の３日間
■営業時間　午前11時～午後９時
※入浴受付は午後８時45分まで
■必要なもの
　免許証や郵便物など、住所が確認できるもの。
【滝上産ハーブ湯】
■期間　11月８日（水）～20日（月）
※火曜日は定休日です。
■男女別　奇数日は男性、偶数日は女性
問丸瀬布支所産業課☎47 ‐ 2213
　やまびこ温泉☎47 ‐ 2233

森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号

プレミアム運行
　北海道が実施する観光列車モニターツアーの運行
に合わせて、次のとおり雨宮21号特別運行をはじめ
とした協力団体との協賛イベントを開催します。
　皆様のお越しをお待ちしています。
【11月４日（土）】
10:00～15:30　雨宮21号特別運行
16:00～17:00　霜月ライトアップ撮影会
【11月５日（日）】
10:00～14:00

雨宮21号特別運行（14:00は２周連続プレミアム運行）
軌道復旧記念「2016年台風被災レール特別販売」
雨宮21号運転席体験乗車（抽選で2人）
雨宮21号・武利意森林鉄道ガイド

「あめまるくん」との記念撮影会
雨宮21号特製硬券切符・グッズ販売
ホットドリンク無料提供

15:00　雨宮21号蒸気噴き出し
問丸瀬布支所産業課☎47‐ 2213

観光列車モニターツアー関連イベント今年も皆さんの笑顔を募集します！

　

問

　

問

　

問
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遠
軽
町﹁
少
年
の
主
張
﹂大
会

の
ご
案
内

　

町
内
中
学
校
の
代
表

生
徒
が
一
堂
に
会
し
、

日
常
生
活
の
中
で
体
験

し
た
事
や
、
日
頃
か
ら

考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
中
学
生
た
ち
の「
主
張
」を

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
19
日（
日
）午
後
１
時
30
分

開
演（
午
後
１
時
開
場
）

■
会
場　
遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　
平
成
30
年
２
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
11
月
23
日（
木
・
祝
）、
12
月
28
日（
木
）、

平
成
30
年
１
月
４
日（
木
）は
休
み
ま
す
。

■
場
所　
総
合
体
育
館

■
対
象　
一
般
町
民
の
女
性
限
定

■
定
員　
無
し

■
内
容　
簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
講
師　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

前
島
芽
衣
さ
ん

■
持
ち
物

運
動
靴
・
飲
料
水
・
タ
オ
ル
な
ど

■
託
児

　

幼
児
の
一
時
預
か
り
所（
１
歳
６
か
月

以
上
の
お
子
さ
ん
５
人
ま
で
）を
設
け
ま

す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料
で
す
が
施
設
利
用
料
が

必
要
で
す
。

申
込
問
総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

防
火
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

■
日
時　
12
月
10
日（
日
）午
前
９
時

■
会
場　
総
合
体
育
館

■
種
目　

女
性
の
部
・
混
成
の
部（
男
性

２
人
以
内
）

■
参
加
資
格　
遠
軽
町
・
湧
別
町
・
佐
呂

間
町
在
住
の
高
校
生
以
上
１
チ
ー
ム
６
人

以
内

■
申
込
み

　

12
月
１
日（
金
）ま
で
に
遠
軽
地
区
広
域

組
合
消
防
署
及
び
各
出
張
所
に
申
込
書
を

持
参
す
る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
問

遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
42
‐
７
６
０
０
Ｆ
42
‐
２
１
８
４

電
子
メ
ー
ル

yobou@
engarukouiki.jp

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
会

の
お
知
ら
せ

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団「
遠
軽
ク
ラ
ブ

Jr.
＆
白
滝
ジ
ュ
ニ
ア
」で
は
、
次
の
と
お

り
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
男
子
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日（
木
・
祝
）

午
前
10
時
～
12
時

■
会
場　
東
体
育
館

■
対
象　
小
学
１
～

６
年
生
、
中
学
１
～
２
年
生
の
男
子

■
内
容　
少
年
団
員
・
中
学
生
と
と
も
に

楽
し
む
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験

問
遠
軽
ク
ラ
ブ
Jr.
代
表　

会
田
政
敏

☎
０
９
０
‐
３
３
９
１
‐
１
０
６
２

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

ちゃちゃワールド
入館料無料のお知らせ
　小学生以下のお子様を連れた家族・グループの中の
どなたかが町民である場合、全員の入館料を無料とし
ています。皆様のお越しをお待ちしています！
■実施期間　平成30年３月31日まで
※町民であることを証明できるものをご持参ください。
※１月のニューイヤーコンサート開催日を除きます。
問ちゃちゃワールド☎49 ‐ 4022

町民の皆様へ、お子様連れ限定！

　

問

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

　

問

FAX
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　遠軽高校定時制課程では、
今年度第２回の体験入学を
次のとおり開催します。
　定時制では、働きながら
学びたい、不登校や中途退
学を経験したが、新たな高
校生活に挑戦したい、高校は卒業しているが、生涯
学習としてもう一度学びたいなど、さまざまな理由
を持つ生徒が、少人数という利点を生かし、楽しく
和やかな学校生活を送っています。
　定時制課程について広く知っていただく機会にし
たいと考えていますので、多くの皆さんの参加をお
待ちしています。
■日時　11月21日（火）午後６時～８時

（受付は午後５時40分）
■場所　遠軽高等学校（職員玄関よりお入りください）
■対象
①定時制への入学を考えている中学生及び保護者、引

率教員
②生涯学習としてもう一度学びたい成人の方
③定時制の様子を見てみたい、体験してみたいという

一般の方
■内容　給食体験、学校紹介、体験授業、生徒との
懇談会
■持ち物　筆記用具、上靴
■申込方法
　中学生の方は学校を通じてお申込みください。一
般の方は直接電話でお申込みください。
　なお、申込みの際に給食（無料）希望の有無をお知
らせください。ホームページにも詳細を掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。
申込問遠軽高校定時制　教頭　永谷　☎42 ‐ 2676

【
民
間
被
害
者
相
談
電
話
】

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
被
害
者
相
談
室（
北
見
）

　☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
１
１
３
７

・
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
北
海
道

　
（SA

CRA
CH

（
さ
く
ら
こ
））

☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
０
７
９
９

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
故
意
の
犯
罪

行
為
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
犯
罪
被
害

者
の
ご
遺
族
や
、
重
傷
病
を
負
い
ま
た
は

障
害
が
残
っ
た
犯
罪
被
害
者
の
方
に
対
し

て
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
警
察
本
部
ま
た
は
最
寄

り
の
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
遠
軽
警
察
署
☎
42
‐
０
１
１
０

遠
軽
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
■
各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

警
察
で
は
事
件
や
事
故
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
家
庭

内
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
お
子
さ
ん
の
い

じ
め
問
題
等
で
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
警
察
相
談
電
話
】

■
被
害
者
相
談

・
性
犯
罪
・
少
年
相
談
１
１
０
番

　☎
０
１
２
０
‐
６
７
７
‐
１
１
０

・
暴
力
団
相
談
電
話

　☎
０
１
１
‐
２
２
２
‐
０
２
０
０

・
一
般
相
談
専
用
電
話
☎
＃
９
１
１
０

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

学び直しの
成人の方大歓迎！

遠軽高校定時制課程

平成29年度　第２回
体験入学のご案内

地域の暮らしと未来のための
みちづくりフォーラム
■日時　11月２日（木）午後３時
■会場　紋別市文化会館（入場無料）
■内容　基調講演（申込不要）
・テーマ　「今なすべきオホーツクの
　地域づくり～次世代の未来を拓く！」
・講師　京都大学大学院工学研究科教授　藤井聡氏
問オホーツクのみちと未来を考える会
　☎0158 ‐ 23 ‐ 1711

　

問

申込・問

　

問



ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ（
か
っ
こ
内
目
的
）

・
株
式
会
社
工
営
エ
ナ
ジ
ー
様

平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
６
月
ま

で
に
お
け
る
総
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄

附59
万
３
千
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

・
西
町
１
丁
目　

斉
木
弘
一
様

町
か
ら
受
注
し
た
町
花
・
町
木
等
の
イ

ラ
ス
ト
制
作
の
完
成
を
記
念
し
て
、
制

作
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

町
花
・
町
木
等
の
イ
ラ
ス
ト
額
装
１
点

（
庁
舎
展
示
用
）

・
札
幌
市　

海
野
昌
一
様

亡
き
母
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

10
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

・
丸
瀬
布
中
町　

涌
島
正
成
様

３
万
円（
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

平
成
29
年
度
累
計（
９
月
末
現
在
）

４
９
５
件　

２
９
９
万
３
千
円

※
う
ち
、
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
分

　

９
件　

９
万
円

28平成29年11月号

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
訓
練
期
間

平
成
30
年
１
月
16
日（
火
）
～
３
月
30
日

（
金
）全
３
０
０
時
間

※
土
日
・
休
日
は
除
き
ま
す
。

■
訓
練
時
間

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分
の
１

日
６
時
間

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
み

11
月
１
日（
水
）～
12
月
13
日（
水
）

■
申
込
方
法

　

北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張
所
へ
、

入
学
願
書
と
健
康
の
自
己
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

訓
練
期
間
中
、
雇
用
保
険
受
給
者
に
は

機
動
職
業
訓
練﹁
建
設
技
術

科
﹂受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
に
よ
る
再
就

職
の
支
援
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。

　

建
設
分
野
の
木
造
建
築
に
お
け
る
基
礎

的
な
造
作
材
の
加
工
や
取
付
け
、
施
工
作

業
と
と
も
に
、
建
築
塗
装
作
業
の
基
礎
的

な
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
工
現
場
に
お
い
て
、
必
要
と

さ
れ
て
い
る
型
枠
施
工
の
基
礎
的
な
知
識

・
技
能
の
習
得
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の

工
程
管
理
・
工
事
写
真
管
理
・
現
場
書
類

作
成
操
作
を
学
び
、
建
設
分
野
へ
の
就
職

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　
一
般
求
職
者

■
定
員　
15
人

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
と
な
る

　学ぶ！楽しむ！初心者、シニアの方向けにパ
ソコン講座を開催します。
■場所　遠紋地域人材開発センター

【グループまたは個人レッスン】
　都合の良い日程と時間で個人レッスンまたは
お友達同士などのグループレッスンを行います。
■日程　11月１日（水）～28日（火）
※土日・休日を除く。
■時間　午前９時30分～11時30分・午後１時30
分～４時30分のうち、都合の良い時間
※１日につき２時間まで。
■受講料　１時間（50分授業）につき1,200円
※テキスト代が別途かかります。

【インターネット体験コース】
　パソコン初心者の方を対象に、インターネッ
トを体験していただく講座です。
■日程　11月７日（火）・８日（水）いずれか１回
■時間　午前９時30分～11時30分
■定員　各日10人
■受講料　2,000円
※テキスト代はかかりません。

【年賀状作成コース】
　はがき作成ソフトを使って、オリジナル年賀
状を作る入門講座です。
■日程　11月９日（木）・10日（金）
■時間　各日午前９時30分～11時30分
■定員　10人
■受講料　4,000円
※別途テキスト代が500円程度かかります。
申込問遠紋地域人材開発センター42 ‐ 4037

初心者パソコン講座
のご案内

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
基
本
・
受
講
・
通

所
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
問

北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張
所

☎
42
‐
２
７
７
９

問
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
42
‐
４
０
３
７

北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
能
力
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
４
４
３
６

若
者
の
た
め
の
就
労
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
持
つ
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
者
や
、
ご
家
族
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
24
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
遠
軽

■
予
約　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
問
オ
ホ
ー
ツ
ク
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
５
７
‐
５
７
‐
３
１
３
６

申込・問

予
約
・

問

申
込
・

問

　

問
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■
民
間
委
託
業
者
に
関
す
る
注
意

①
戸
別
訪
問
す
る
場
合
、
必
ず
日
本
年

金
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
を
提
示

し
た
上
で
、
納
付
等
の
ご
案
内
を
行

い
ま
す
。

②
現
在
、
訪
問
員
に
よ
る
収
納
業
務
を

中
止
し
て
い
る
た
め
、
現
金
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
手
数
料
の
要
求
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
の
お

願
い
、
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
通

帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
日
本
年
金
機
構
か
ら
提
供
し
て
い
る

個
人
情
報
は
、
ご
案
内
を
行
う
上
で

必
要
な
、
保
険
料
に
未
納
の
期
間
が

あ
る
方
の
情
報
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

問
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
９
６
３
５

　　年金事務相談を　　
　　　ご利用ください

　北見年金事務所では、２か月に１回年金
事務相談を開催し、年金相談や手続を行っ
ています。
　予約制で行いますので、利用される方は
相談日の１か月前から１週間前までにご予
約ください。日時や場所は、次のとおりで
す。皆さん、どうぞご利用ください。
　なお、相談の際は、予約後に送付される
予約票等をご持参ください。
■日時　11月21日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
※次回の相談日は１月23日（火）です。
■場所　げんき21
■予約・問い合わせ
　北見年金事務所お客様相談室
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6007
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6008
※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」
につないでください。

１
日
〜
平
成
30
年
３
月
15
日
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は

☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
日
・
休
日
、

年
末
年
始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内

を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し

て
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
や
、

免
除
申
請
の
ご
案
内
な
ど
の
業
務
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
見
年
金
事
務
所
管
轄
地
域

に
お
け
る
民
間
委
託
業
者
は
、
株
式
会

社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
で
す
。

年
金
事
務
所
へ
の
来
訪
は
予

約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

北
見
年
金
事
務
所
で
は
、
相
談
窓
口

の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
ご
相
談
や
手

続
の
予
約
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
す
る
と
、
相
談
内
容
に
合
っ
た

ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
し
ま
す
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

■
予
約
相
談
の
実
施
時
間
帯

・
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

・
火
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」ま
で

お
電
話
い
た
だ
く
か
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
は
北
見
年
金
事
務
所
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

受
付
け
は
予
約
相
談
日
の
１
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

■
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
６
０
０
７

音
声
案
内
１
↓
２

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保

気になる
ことは…

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
で
す
。
こ
の
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

か
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
29
年
11
月

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157 ‐ 25 ‐ 9635　住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211

　

問
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商
工
観
光
課

中な
か

野の

由ゆ

り里
　隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
。
気
温
が
下
が
り
、
冬

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

移
住
２
年
目
の
秋
は
、
休
日
を
利
用

し
て「
ひ
ら
や
ま
」へ
行
き
ま
し
た
。
役

場
職
員
の
方
に
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ

き
、
総
勢
９
人
で
登
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
山
は
、
昨
年
登
っ
た「
天
狗

岳
」に
続
き
２
か
所
目
で
す
。
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
と
あ
っ
て
、
朝
早
く
か
ら
た
く

さ
ん
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
て
、
札
幌

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
お
天
気
が
良
く
、
紅
葉
や

景
色
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
し
た
。
特
に
、

ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
観
察
で
き
る
と
い
う
岩

場
の
あ
た
り
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。

　

ま
た
、
山
頂
付
近
は「
ひ
ら
や
ま
」と

い
う
名
前
の
通
り
、
本
当
に
平
地
が
広

が
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
以
外
に
も
、
滝
や
高
山
植
物
、

山
頂
か
ら
眺
め
る
周
辺
の
山
々
な
ど
見

ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
楽

し
め
ま
し
た
。
時
期
的
に
雪
渓
も
な
く
、

全
体
を
通
し
て
登
り
や
す
い
印
象
で
し

た
。

　

今
回
の
登
山
を
通
し
て
、
遠
軽
町
の

自
然
の
美
し
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
登
っ
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

次
回
登
る
と
き
は
、
ひ
ら
や
ま
か
ら

近
く
の
山
へ
縦
走
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
山
で
ナ
キ
ウ
サ
ギ

の
鳴
き
声
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
姿
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

遠
軽
の
山
で
見
て
み
た
い
で
す
。

▶
ま
だ
見
ぬ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
。
一
度
で
良
い
か

ら
実
物
を
見
て
み
た
い
で
す
。

▶
ひ
ら
や
ま
の
山
頂
付
近
。
本
当
に
平
ら
で
、

周
り
の
山
々
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

９
月
15
日
に
は
、
実
際
の
展
示
林
の

木
に
な
っ
て
い
る
種
の
採
取
が
行
わ
れ
、

家
庭
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
お
手
伝
い

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
高
所
作
業
車
で
、
木
に

付
い
て
い
る
種
を
取
り
ま
し
た
。
私
も

特
別
に
高
所
作
業
車
に
乗
っ
て
種
を
取

る
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
乗
る
高
所
作
業
車
か
ら
の
眺
め

は
、
地
上
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う

な
も
の
で
、
秋
色
に
染
ま
り
始
め
た
家

庭
学
校
の
景
色
は
と
て
も
美
し
く
見
え

ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
、
瀬
戸
瀬
小
学
校
の

児
童
を
招
待
し
、
木
を
伐
採
す
る
様
子

を
見
学
し
、
そ
の
木
か
ら
種
を
採
取
す

る
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
たｓ
。

　

実
際
に
目
の
前
で
木
を
倒
す
様
子
を

見
る
の
は
児
童
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
で
あ
り
、
私
自
身
も
初
め
て
の
体

験
で
し
た
。
先
ほ
ど
ま
で
大
き
く
生
き

て
い
た
木
が
倒
れ
る
様
子
は
、
非
常
に

迫
力
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
安
全
に
木

を
倒
す
技
術
の
高
さ
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
採
取
さ
れ
た
種
か
ら
苗
を

育
て
、
ま
た
展
示
林
に
植
え
ら
れ
る
予

定
で
す
。
近
い
将
来
、
遠
軽
町
の
展
示

林
が
町
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
有

名
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

短
い
秋
も
終
わ
り
を
告
げ
、
あ
っ
と

い
う
間
に
冬
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
展
示
林
の
こ
と

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

今
年
の
広
報
え
ん
が
る
3
月
号
で
も

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
昭
和
39
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
、
世
界
各

国
の
選
手
た
ち
が
国
の
代
表
的
な
木
の

種
を
持
ち
寄
り
、
育
苗
し
て
植
樹
し
た

木
が
大
き
く
成
長
し
て
、
今
現
在
も
北

海
道
家
庭
学
校
の
敷
地
内
に「
展
示
林
」

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
林
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く

た
め
に
、
展
示
林
の
木
か
ら
採
っ
た
種

で
苗
を
育
て
て
ま
た
植
え
る
、
緑
の
循

環
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

農
政
林
務
課

金か
ね

丸ま
る

太た

一い
ち

　隊
員

▶
初
め
て
高
所
作
業
車
に
乗
り
ま
し
た
。
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火
に
つ
い
て
の
研
究
が
白
滝
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
研
究
を
進
め
て
い
く
上

で
も
、
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

　

黒
曜
石
は
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
る
石

だ
か
ら
こ
そ
、
加
工
が
し
や
す
く
、
割

れ
た
断
面
が
刃
物
の
よ
う
に
鋭
く
な
る

と
い
う
特
徴
が
重
宝
さ
れ
、
石
器
の
材

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
る
た
め
、

割
れ
た
と
き
に
鳴
る
そ
の
音
は
、
風
鈴

の
よ
う
な
心
地
よ
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　

こ
の
自
然
が
生
み
出
す「
音
」を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
、
大

地
の
恵
み
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

ジオの日イベント「G
ジ オ

eo C
カ フ ェ

afe」第12弾

「オホーツクの大地を音で楽しむGeo Cafe（仮）」

　

黒
曜
石
と
は
、
北
海
道
で
は「
十
勝

石
」と
い
う
あ
だ
名
で
も
親
し
ま
れ
る
、

火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

石
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ラ
ス
で
で
き

て
い
る
と
い
う
面
白
い
特
徴
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の

目
玉
で
あ
る
、
黒
曜
石
の
成
り
立
ち
に

関
す
る
お
話
で
す
。

　

黒
曜
石
は
火
山
が
噴
火
し
、
流
れ
出

た
マ
グ
マ
が
冷
え
て
で
き
る
の
で
す
が
、

マ
グ
マ
が
冷
え
た
も
の
全
て
が
黒
曜
石

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

黒
曜
石
に
な
る
時
と
な
ら
な
い
時
が
あ

る
の
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は「
マ
グ
マ

の
粘
り
」で
す
。
黒
曜
石
は
マ
グ
マ
の

中
で
も
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
よ
り
ね
ば
ね

ば
し
た
も
の
が
噴
火
す
る
こ
と
で
生
み

出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
黒
曜

石
を
生
み
出
し
た
溶
岩
の
断
面
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
魅
力
の
一
つ
。

溶
岩
の
中
身
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
黒
曜
石
を
生
み
出
す
噴

　白滝ジオパークでは、大地（ジオ）に関連するテーマを取り上げて、地域の成り立
ちを学び、楽しむイベント「Geo Cafe」を開催しています。
　今回は、遠軽町埋蔵文化財センターを舞台に、遠軽町を拠点に活動する、フルー
トとギターによる魅力的な音楽を奏でる「ホラネロ」のお２人をゲストに招き「オホ
ーツクの大地を音で楽しむGeo Cafe（仮）」を開催します。
　黒曜石に囲まれた展示室内で音楽に酔いしれながら、オホーツクの大地の魅力を
味わっていただきます。皆様のご参加をお待ちしています！

▲コンサート会場の展示室。黒曜石に囲まれて、
素敵な音楽をぜひ、お楽しみください！

▲野外で美しく輝く黒曜石

■日　時　11月23日（木・祝）
　　　　　午後１時30分～３時
　　　　　（午後１時開場）
■会　場　遠軽町埋蔵文化財センター
■参加料　入館料のみ
一般　１人240円
小学生～高校生　１人120円
■申込み　下記問い合わせ先まで、電
話か電子メールでお申込みください。
■その他　生田原発、遠軽・丸瀬布経
由、会場行きのシャトルバスを運行し
ます。ご希望の方は申込みの際にお知
らせください。

【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐ 2
ジ

0
オ

2
ジ

0
オ

　FAX 48‐2374　電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　http://geopark.engaru.jp/
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

11月３日（金） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

曽我病院
☎01586‐2‐2001

11月５日（日）瀧本皮膚科クリニック☎42 ‐ 8048
遠軽厚生病院
☎42‐4101

11月12日（日） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

遠軽厚生病院
☎42‐4101

11月19日（日）みずしま内科クリニック☎42 ‐ 3214
曽我病院

☎01586‐2‐2001

11月23日（木） はやかわクリニック☎49 ‐ 2525
遠軽共立病院
☎42‐5215

11月26日（日） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

遠軽厚生病院
☎42‐4101

●移動図書館車　やまなみ号

【Ａコース】
日　程 時　間 場　所

11月14日（火）

11月28日（火）

12:50 ～ 13:20 家庭学校

14:30 ～ 14:40 寿町教員住宅

14:45 ～ 15:00 寿町自衛隊官舎

15:05 ～ 15:15 南町自衛隊官舎

15:20 ～ 15:40 みなみ児童館

11月22日（水）
10:10 ～ 10:30 瀬戸瀬小学校

12:35 ～ 12:55 東小学校

11月24日（金）
10:05 ～ 10:25 安国小学校

12:30 ～ 13:00 生田原小学校

【Ｂコース】
日　程 時　間 場　所

11月21日（火）

12:50 ～ 13:20 丸瀬布小学校

15:00 ～ 15:10 遠軽新聞社横

15:15 ～ 15:30 にし児童館
11月１日（水）
11月15日（水）
11月29日（水）

10:05 ～ 10:25 東小学校

13:00 ～ 13:15 瀬戸瀬小学校

11月２日（木）
11月16日（木）
11月30日（木）

10:10 ～ 10:25 南小学校

12:40 ～ 12:55 遠軽小学校※11月30日は休止。

11月17日（金）

10:45 ～ 11:15 ほのぼの

11:20 ～ 11:35 のびのび

12:30 ～ 12:50 白滝支所前

13:00 ～ 13:20 白滝小学校

生田原図書館
白滝図書室

３日（金）・６日（月）・13日（月）
20日（月）・23日（木）・27日（月）

丸瀬布図書室 ３日（金）・５日（日）・12日（日）
19日（日）・23日（木）・26日（日）

丸瀬布昆虫生態館 ７日（火）・14日（火）・21日（火）
28日（火）

丸瀬布郷土資料館 冬季閉館

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター

平成30年４月まで
土日・休日休館

11月
体育施設

文化施設

休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体育
館、遠軽町武道館、高齢者ス
ポーツセンター、遠軽コミセ
ン、青少年会館、社名淵体育
館、瀬戸瀬コミセン

６日（月）・13日（月）・20日（月）
27日（月）

生田原スポーツセンター、遠
軽町郷土館

４日（土）・６日（月）・13日（月）
20日（月）・24日（金）・27日（月）

遠軽町図書館
６日（月）・７日（火）・８日（水）
９日（木）・10日（金）・13日（月）
20日（月）・27日（月）

１日（水）　秋の検診（７:00 ～・社名淵公民館）
２日（木）　秋の検診
　　　　　（７:00 ～・瀬戸瀬コミュニティセンター）
７日（火）　BCG予防接種（13:30 ～・げんき21）
13日（月）　４か月児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳６か月児健診（13:20 ～・げんき21）
17日（金）　４種混合・水痘予防接種
　　　　　（11:30 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
　　　　　麻しん風しん予防接種（水痘同時）
　　　　　（16:00 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
27日（月）　３歳児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳児健診（13:45 ～・げんき21）
28日（火）　麻しん風しん、日本脳炎予防接種
　　　　　（13:30 ～・生田原診療所）
　　　　　子宮がん乳がん検診
　　　　　（９:00 ～、13:00 ～・げんき21）
29日（水）　乳がん検診
　　　　　（９;00 ～、13:00 ～・げんき21）

●11月　健診・検診・予防接種

１日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
６日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
８日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
10日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
14日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
17日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
20日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
24日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
29日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
30日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談
　　　　　（10:00 ～・げんき21）

●11月　健康相談・育児学級

１日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
２日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
７日（火）　桜教室・藤教室合同（10:00 ～・げんき21）
８日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）
９日（木）　おとこ組（10:00 ～・げんき21）
15日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
16日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
21日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
22日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）

●11月　健康運動教室等
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 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

１日（水） 優良　17:30 ～ 一般　18:10 ～
８日（水） 違反　 9:00 ～ 一般　11:10 ～
18日（土） 違反　 9:00 ～
28日（火） 優良　 9:00 ～ 初回　 9:40 ～

●文化・スポーツ・イベント

１日
（水）

第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

２日
（木）

しらかば大学（10:00 ～・北見市）
第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
協会長杯ミニバレー大会（18:20 ～ ・白滝中学校体育館）

３日
（金）

北見地区ジュニアバスケットボール大会【5日まで】（総合体育館）
第54回遠軽総合文化祭「芸能部門」（10:00～・遠軽町福祉センター）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

４日
（土）

読み聞かせ会「どろんこ」（10:00 ～・安国公民館）
森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号プレミアム運行（10:00 ～ ・丸瀬布森林公園いこいの森）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

５日
（日）

遠軽町子ども会ミニバレー大会（9:30～・遠軽コミュニティセンター）
森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号プレミアム運行（10:00 ～ ・丸瀬布森林公園いこいの森）

６日
（月）

７日
（火）

めだかの学校（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

８日
（水）

ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

９日
（木）

第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（中～上級）（19:00 ～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・丸瀬布小学校体育館）

10日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
やまびこ温泉町民無料開放（11:00 ～ ・やまびこ温泉）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

11日
（土）

えんがる体験隊（9:00 ～・南小学校）
わくわく自然体験教室（8:00 ～・雄武町）
やまびこ温泉町民無料開放（11:00 ～ ・やまびこ温泉）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
オホーツク管内社会体育振興セミナー【12日まで】（13:00 ～・生田原温泉ホテルノースキング）

12日
（日）

道東ブロックシニアバレーボール大会（総合体育館）
やまびこ温泉町民無料開放（11:00 ～ ・やまびこ温泉）

13日
（月）

はじめまして絵本（13:00 ～・げんき21）

14日
（火）

たっち学級（10:00 ～・げんき21）
童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）
遠軽町文化講演会（19:00 ～・遠軽町福祉センター）

15日
（水）

第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）
第43回生田原地域秋季ミニバレー大会【16日まで】（19:00～・生田原スポーツセンター）

16日
（木）

ことぶき大学（9:00 ～・丸瀬布活性化施設）
第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

17日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
げんきひろば（11:30 ～・げんき21）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

18日
（土）

遠軽テニス大会（総合体育館）
まるせっぷ子ども文化教室（8:30～・丸瀬布活性化施設）
キッズ・チャレンジクラブ（10:00 ～・キララン清里）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

19日
（日）

フロアボールJCカップ（総合体育館）
遠軽町「少年の主張」大会（13:30 ～・遠軽町福祉センター）

20日
（月）

21日
（火）

チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

22日
（水）

コスモス学級（10:00 ～・げんき21）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

23日
（木）

遠軽ブロック子ども会スポーツ交流会「ミニバレー大会」（9:00～・総合体育館）
オホーツクの大地を音で楽しむジオカフェ第１２弾「埋蔵文化財センターギャラリーコンサート」
（13:00 ～ ・埋蔵文化財センター）
第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）

24日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

25日
（土）

えんがる体験隊（9:00 ～・遠軽小学校）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・丸瀬布生涯学習館）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

26日
（日）

第41回遠軽町水泳大会（9:00～・えんがる温水プール）
遠軽町地区体育会女性スポーツ大会ミニバレー大会（9:00～・豊里体育館）

27日
（月）

28日
（火）

童話の時間りとる（11:00 ～・遠軽町図書館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

29日
（水）

第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

30日
（木）

第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（初級・中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）
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『千の扉』　　    【柴
しば

崎
さき

友
とも

香
か

】

　一俊から結婚を申し込まれ、

広大な都営団地の一室に移り住

んだ千歳は、彼の祖父から人

捜しを頼まれるが…。70年間の、

場所の記憶と人の記憶。時間を

旅する長篇小説。

　

問

踊る星座【青山七恵】琥
こ
珀
はく
の夢（上・下）【伊集院静】カシス

川【荻野アンナ】ポーラースター【海
かい

堂
どう

尊
たける

】愛のかたち【岸惠
子】乱世をゆけ【佐

さ

々
さ

木
き

功
こう

】エッグマン【辻仁成】百科の魔
法【村山早紀】ニッポンのおみくじ【鏑

かぶら

木
ぎ

麻
ま

矢
や

】日本の１５
歳はなぜ学力が高いのか【ルーシー・クレハン】よくわか
るストールの巻き方使い方【石田純子】科学的だからおい
しい！お弁当のコツ【水島弘史】北斎への招待【朝日新聞出
版】ムリなくはじめられる楽しいランニング【鈴木清和】ス
ノーキャンプ・マニュアル【ボーイスカウト日本連盟】

11月「童話の時間」～遠軽町図書館～

■童話の時間
　絵本の読み聞かせ、紙芝居の後に映画を上映します。
　時間は土曜日の午前11時から30分程度で、場所は遠軽
町図書館の視聴覚室です。
 4 日　『はっけんはっけん』ほ　　か
11日　『十一わのはくちょう』
18日　『おやすみなさい、
　　　　　　　　ペネロペ』ほ　　か
25日　『熊

くま

と狐
きつね

』
■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを行います。
　11月14日（火）・28日（火）　午前11時から

10
月
22
日
、
え
ん
が
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
旧
麦
酒
館
ふ
ぁ
ー
ら
い
と

を
中
心
に
愛
食
フ
ェ
ア
や
油
そ
ば

Project

、
特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
や

遠
軽
が
ん
ぼ
う
太
鼓
の
演
奏
、
遠

軽
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
エ
ン
ガ
イ

ザ
ー
」の
シ
ョ
ー
、
お
菓
子
ま
き
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
メ
ー
ン
の
仮
装
パ
レ
ー

ド
で
は
、
思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
約
３
０
０
人
が
、
途
中
で
商

店
街
の
協
力
に
よ
り
お
菓
子
を
も
ら

い
な
が
ら
ま
ち
中
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
染
ま
っ
た
市
街

地
は
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
横

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ペネロペ

　

今
月
の
特
集
は
、「
文
学
全
集
」。

最
近
の
文
学
全
集
は
、
字
も
大
き

く
て
、
装
丁
が
オ
シ
ャ
レ
。
好
き

な
表
紙
の
色
か
ら
選
べ
ば
意
外
な

お
話
に
巡
り
合
え
る
か
も
…
。

　

読
書
に
最
適
な
季
節
、
読
み
た
い

本
に
出
会
う
こ
と
は
で
き
ま
し
た

か
？

　

図
書
館
で
は
、
高
齢
や
歩
行
が
困

難
で
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
に
、
職
員
が
お
望
み
の
本
を
直

接
ご
自
宅
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

蔵
書
点
検
（
臨
時
休
館
）

の
お
知
ら
せ

　

遠
軽
町
図
書
館
で
は
、
蔵
書
数
や

配
架
状
況
な
ど
の
蔵
書
点
検
と
、
図

11月「絵本の読み聞かせ」

■生田原図書館
　25日（土）　10時30分から
■丸瀬布図書室
　25日（土）　10時30分から

遠軽町図書館
（大通南４丁目）

 11月3日（金）・23日（木）
祝日開館

11月6日（月）～ 10日（金）
休館（蔵書点検）

書
館
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
更
新
作
業

を
行
う
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
閲
覧
・
貸
出
・

返
却
・
移
動
図
書
館
車
の
巡
回
な
ど
、

す
べ
て
の
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
書
の
秋

お
望
み
の
本
を
配
達
し
ま

す
！

　一俊から結婚を申し込まれ、

広大な都営団地の一室に移り住

んだ千歳は、彼の祖父から人

捜しを頼まれるが…。70年間の、

場所の記憶と人の記憶。時間を

旅する長篇小説。

図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！
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